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住んでみたい 住み続けたい やまつり町

Public 
Relations
Yamatsuri

「
も
し
も
し
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
？
○
○
だ
け
ど
…
お
金
が
…
。」

ひ
ょ
っ
と
し
て
そ
の
電
話

振
り
込
め
詐
欺

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

あなたも狙われている…
巧妙化する手口。自分や家族を守れるか。
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オレオレ詐欺 架空請求詐欺 融資保証金詐欺 還付金等詐欺

［件］

特殊詐欺とは、不特定の方に対して、対面することなく、電話、Ｆ
ＡＸ、メールを使って行う詐欺のことで、「振り込め詐欺」と「振
り込め類似詐欺」に分けられます。

　

嘘
の
電
話
な
ど
に
よ
り
多
額
の
現

金
を
言
葉
巧
み
に
だ
ま
し
取
る
振

り
込
め
詐
欺
。
福
島
県
内
で
発
生

し
た
昨
年
１
年
間
（
２
０
１
４
年
）

に
認
知
し
た
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
は
89
件
、
金
額
に
し
て
３
億
５
，

４
７
６
万
円
に
上
り
、
件
数
・
被
害

額
と
も
に
過
去
最
多
を
記
録
。
平
成

25
年
に
比
べ
27
件
、
１
億
９
，

３
７
８
万
円
増
加
し
た
。

　

詐
欺
の
手
口
別
で
は
架
空
請
求

詐
欺
が
最
も
多
く
39
件
、
１
億
８
，

２
７
０
万
円
で
前
年
比
22
件
、

１
億
２
，
４
６
３
万
円
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
次
に
多
い
の
が

オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
38
件
、
１
億
５
，

８
７
４
万
円
で
前
年
よ
り
件
数
は
４

件
減
っ
て
い
る
も
の
の
金
額
で
は

５
，
７
３
０
万
円
増
え
て
い
る
。

　

被
害
に
あ
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が

振
り
込
め
詐
欺
の
こ
と
を
知
っ
て
い

な
が
ら
、
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
。
し
か
も
、
最
近
は
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
手
口
だ
け
で
な
く
、
宅
配

便
を
使
っ
て
送
ら
せ
た
り
、
直
接
お

金
を
受
け
取
り
に
来
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
い
。

　
「
自
分
は
絶
対
に
大
丈
夫
」と
思
っ

て
い
る
油
断
に
つ
け
こ
ま
れ
、「
ま

さ
か
自
分
が
」
と
い
う
後
悔
に
変
わ

る
。
そ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
に
も
、
家
族
と
地
域
の
絆
を
見

つ
め
な
お
し
、
犯
罪
に
遭
わ
な
い
地

域
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
必
死
に
稼
い
だ
お
金
を
一
瞬
に

し
て
奪
い
去
る
卑
劣
な
振
り
込
め
詐

欺
を
絶
対
に
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

県内振り込め詐欺被害件数（平成 26年中）

【警視庁ホームページ資料】
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【警視庁ホームページ資料】

県内振り込め詐欺被害金額（平成 26年中）

特殊詐欺による被害認知件数
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あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
る
…

電
話
一
本
で
巧
妙
に
お
金
を
だ
ま
し
取
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」。

毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、
注
意
を
呼
び
掛
け
て
も
被
害
は
減
る
ど
こ
ろ
か
増
え
続
け
て
い
る
。

誰
も
が
犯
罪
の
標
的
に
な
り
う
る
時
代
。

自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

●オレオレ詐欺
親族、警察官、弁護士などを装って電話をかけ、
現金を振り込ませようとする。被害者は高齢
の女性が多い。

●架空請求詐欺
有料サイトなどの利用料金など、架空の事実
を請求書などで送付し振り込ませる手口。30
歳以下の被害が多い。

●融資保証金詐欺
低金利や有利な条件を提示し、融資を申し込
んだ人に保証金などを名目に現金を振り込ま
せます。

●還付金等詐欺
税金や医療費の還付があると ATMに誘導し、
操作を支持して現金を振り込ませます。

振り込め詐欺は４つの詐欺の総称です

あなたも狙われている…
巧妙化する手口。自分や家族を守れるか。

354,760,000 円
89 件
この数字は 2014 年に福島県内で発生した
振り込め詐欺の件数と被害額です。

【棚倉警察署提供資料】

巧
妙
化
す
る
手
口
。
自
分
や
家
族
を
守
れ
る
か
。

【棚倉警察署提供資料】

全国特殊詐欺による被害認知件数 全国特殊詐欺被害総額年別推移［件］ ［億円］
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福
島
県
で
は
今
年
に
入
っ
て
か

ら
、
４
月
中
旬
ま
で
に
約
50
件
、
金

額
に
し
て
１
億
１
千
万
円
く
ら
い
の

被
害
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
振
り

込
め
詐
欺
と
思
わ
れ
る
予
兆
電
話
が

来
た
と
、
警
察
に
相
談
が
あ
っ
た
件

数
も
３
月
ま
で
に
７
４
０
件
と
、
前

年
の
同
期
比
で
は
５
８
１
件
増
え
て

い
ま
す
。
昨
年
１
年
間
に
県
内
で

あ
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
の
予
兆
電
話

が
１
，
２
０
８
件
で
す
か
ら
、
数
字

を
見
れ
ば
、
も
の
す
ご
く
増
え
て
い

る
こ
と
が
す
ぐ
に
見
て
取
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

棚
倉
警
察
署
管
内
で
は
今
年
１
月

か
ら
現
在
ま
で
に
46
件
の
予
兆
電
話

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
相
談
が
増

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
私
た
ち
が

行
っ
て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
防
止
の

広
報
活
動
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
効

果
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
予
兆
電
話
の
件
数
は
氷
山
の
一

角
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
ず
、
身
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
電
話
で
多
い
の

は
、
息
子
や
孫
に
な
り
す
ま
し
「
首

の
後
ろ
に
し
こ
り
が
で
き
て
声
が
お

か
し
い
」
や
「
熱
が
あ
っ
て
声
が
お

か
し
い
」
と
電
話
を
し
て
き
た
後
、

再
度
電
話
を
掛
け
、
お
金
を
要
求
す

る
ケ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
電
話
番
号

が
変
わ
っ
た
理
由
と
し
て
「
ト
イ
レ

に
携
帯
電
話
を
落
と
し
て
携
帯
が
変

わ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
時
間
帯
で

多
い
の
は
午
後
８
時
〜
午
後
９
時
頃

で
、
曜
日
だ
と
火
曜
日
が
多
い
状
況

で
す
。ま
た
、最
近
は
深
夜
に
か
か
っ

て
く
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

犯
人
は
「
会
社
の
金
を
使
い
込
ん
で

し
ま
っ
て
す
ぐ
返
さ
な
い
と
裁
判
に

な
る
」
な
ど
様
々
な
理
由
を
つ
け
て

言
葉
巧
み
に
だ
ま
そ
う
と
し
ま
す
。

　

被
害
に
遭
っ
た
方
に
話
を
聞
く
と

「
自
分
は
絶
対
に
大
丈
夫
と
思
っ
て

い
た
が
、
電
話
が
来
た
ら
頭
が
真
っ

白
に
な
り
、
と
に
か
く
早
く
お
金
を

届
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　　

も
し
、
疑
わ
し
い
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
ら
決
し
て
１
人
で
判
断
せ

ず
、
お
金
を
振
り
込
む
前
に
誰
で

も
よ
い
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
確
か
め
る
「
カ
メ
カ
メ
運

動
」
を
実
施
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
は
大
丈
夫
だ
と
思
い
こ
む

こ
と
が
一
番
怖
い
こ
と
で
す
。

　

金
融
機
関
に
も
大
金
を
お
ろ
す
よ

う
な
人
が
い
る
場
合
に
は
、「
ど
う

な
さ
い
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
て
も

ら
っ
て
、
疑
わ
し
い
場
合
は
警
察
に

通
報
し
て
も
ら
う
よ
う
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
犯
人
も

「
聞
か
れ
た
ら
家
の
改
修
に
使
う
な

ど
と
言
っ
て
」
と
嘘
を
つ
か
せ
て
ま

で
お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
ま
す

の
で
さ
ら
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

遠
く
に
住
ん
で
い
る
息
子
や
孫
に

は
た
ま
に
電
話
を
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お
く
こ
と
が

振
り
込
め
詐
欺
の
防
止
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
す
。

石井署長に聞く

振り込め詐欺の現状と対策

Interview

棚倉警察署

石井元司  署長

　巡回連絡で一軒一軒のお宅を回り
どういう振り込め詐欺が多いのかを
伝えることが私たちの仕事になって
います。振り込め詐欺の犯人は「誰
にも相談しないでお金を振り込ん
で」と言ってくることもありますが、
そういうときに安心し、相談しても
らえる身近な警察官でありたいと思
います。

坂井貴道
巡査部長

冨山信幸
巡査長

い
し
い
も
と
じ
●
郡
山
市
出
身
の
58
歳
。
自

宅
の
あ
る
福
島
市
か
ら
単
身
赴
任
し
て
い

る
。
前
任
地
の
い
わ
き
中
央
署
で
は
副
署
長
。

棚
倉
署
に
も
平
成
22
年
４
月
か
ら
23
年
5
月

ま
で
次
長
と
し
て
勤
務
。

カメカメ運動
確カメ４ヵ条

①「オレ、オレ」と言ったら、相手の名
前を確カメる。
②「電話番号が変わった」と言ったら、
もとの電話番号に確認して確カメる。
③銀行・警察などを名乗ったら、それら
の機関に電話して確カメる。
④電話でお金の話を言ったら、家族など
に確カメる。

棚倉警察署☎ 0247-33-0110

棚倉警察署リポート

警察官の帽子を
かぶったカメの
甲羅の上に棚倉
町の亀ケ城が
乗ったカメの置
物。棚倉警察署
の玄関前になり
すまし詐欺防止
の啓発で設置さ
れている。

離
れ
て
住
む
家
族
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
お
く
こ
と
が

被
害
防
止
に
つ
な
が
る

増
え
続
け
る
被
害

止
ま
な
い
予
兆
電
話

息
子
や
孫
を
名
乗
る

電
話
に
は
要
注
意

確
カ・

・メ
る
こ
と
が

被
害
を
防
ぐ
第
一
歩

Takam
ichi  Sakai

N
obuyuki  Tom

iyam
a

矢祭駐在所

東舘駐在所

相
談
し
て
も
ら
え
る

身
近
な
警
察
官
で

あ
り
た
い

息
子
や
孫
を
も
っ
と
信
じ

電
話
が
嘘
で
あ
る
と

気
づ
い
て
ほ
し
い

　矢祭町では 30 代～ 40 代の息子
や孫がいる家に予兆電話がかかって
くることが傾向として多く見られま
す。嘘にだまされないためにも、子
どもや孫がお金を使い込んだりする
ようなことはしないと信じてほしい
です。１件の被害も出さないように
したいと思っていますので、何か
あったらすぐ相談してください。

TEL46-3017

TEL46-2110

※福島県では振り込め詐欺や振り込め詐欺類似詐欺のことを総称して
「なりすまし詐欺」とも呼ぶ。

Profi le

あなたも狙われている…
巧妙化する手口。自分や家族を守れるか。

Takam
ichi

Sakai

お宅を

信幸

7
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地方自治法並びに町条例の規定に基づき平成
26 年度下半期（平成 26 年 10 月～平成 27 年 3
月）における補正予算状況、基金、町有財産及
び町債の状況についてお知らせします。

●より良い町づくりを目指して基金を有効活用

■一般会計・特別会計予算状況　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　     　　　　　　　　　　　　　  　　　　単位▶千円

会計名
９月定
例会後の
予算額

10 月
専決

11 月
専決

12 月
定例会

１月
専決

３月
定例会

３月
専決

３月
臨時会

３月
専決

平成
26 年度
最終予算

一般会計 5,006,717 財源振替 5,133 302,111 3 △ 71,403 財源振替 96,933 △ 8,343 5,331,151

特

別

会

計

国保 746,565 0 0 262 0 △ 4,498 0 △ 9,979 △ 12,127 720,223

水道 286,250 0 0 △ 11,000 0 △ 12,558 0 △ 3,935 △ 11,000 247,757

工場 5,056 0 0 0 0 0 0 財源振替 5,056

宅造 11,756 0 0 0 0 △ 4,700 0 財源振替 7,056

農集排 30,001 0 0 107 0 0 0 財源振替 30,108

介護 525,220 0 0 5,645 0 17,899 0 4,123 △ 200 552,687

後期高齢 128,246 0 0 0 0 4,614 0 449 133,309

霊園 2,371 0 0 △ 497 0 0 0 △ 263 1,611

　合　計 6,742,182 0 5,133 296,628 3 △ 70,646 0 87,328 △ 31,670 7,028,958

区　分 土地（地積） 建物（延床面積）

行

政

財

産

本庁舎 3,168 1,300

その他の

行政機関

警察（消防施設） 848 ‐
その他の施設 ‐ ‐

公共用財産

学校 100,859 17,921
公営住宅 19,157 6,760
公園 19,691 ‐
その他の森林 125,211 20,815

山林 ‐ ‐

その他 ‐ ‐

計 268,934 46,796

普

通

財

産

宅地 54,839 660

田畑 3,151 ‐

山林 3,345,172 ‐

その他 23,996 ‐

計 3,427,158 660

合計 3,696,092 47,456

区　　　　分 平成 25 年度 平成 26 年度 増　減 基　金　の　説　明

財政調整基金 1,776,580 1,774,270 ▲ 2,310 大幅な減収や災害の発生等に備えるための基金

減債基金 455,611 209,121 ▲ 165,490 町債の繰上償還財源のための基金  

復興基金 140,426 114,187 ▲ 26,239 震災復興財源として県より交付され創設した基金

東日本大震災復興交付金基金 31,212 31,214 2 ニュータウンの法面補強事業のため、国の交付金で創設した基金 

21 ふるさと人づくり基金 125,333 107,543 ▲ 17,790 町民の人材育成事業のための基金 

ふるさとづくり基金 7,809 5,063 ▲ 2,746 総合計画を基にした豊かな町づくりのための基金 

福祉基金 463,917 464,113 196 高齢者事業のための基金 

地域産業振興基金 300,000 300,180 180 農林水産業、商工観光業振興のための基金   

地域振興基金 64 64 ‐ 地域における福祉活動等のための基金  

土地開発基金 99,740 99,792 52 公共の利益のための取得事業の基金   

ふるさと水と土保全基金 10,386 10,386 3 土地改良施設事業のための基金  

高田基金 103,408 103,443 35 未来を担う子供たちの人材育成のための基金  

もったいない図書館基金 1,137 1,137 ‐ 図書館の設備資金のための基金 

学校基金 201,911 1,987 ▲ 199,924 小・中学校校舎等施設整備事業のための基金   

合　　　　計 3,717,531 3,303,500 ▲ 414,031

まちの
財政状況

10月専決（補正予算第 6号）
▶補正予算額…財源振替（予備費）
福島県知事選挙および福島産農林水産物ＰＲ支援事業に
かかる事業費の補正をしました。

11 月専決（補正予算第 7号）　　
▶補正予算額… 5,133 千円
衆議院議員総選挙にかかる費用を補正しました。

12 月定例会（補正予算第 8号）
▶補正予算額…302,111 千円
 公債費において、繰り上げ償還のため、償還額 265,598
千円を減債基金から繰入するために補正しました。町債
において、矢祭小学校建設のため、43,000 千円増額補
正しました。

1 月専決（補正予算第 9号）
▶補正予算額…3千円
国道349号改良工事に伴う健康ふれあい館排水管等移設
工事費、1月 30 日の積雪による除雪用建設機械借上料、
除雪用グレーダーを行政区からの要望による費用につい
て補正しました。

3 月定例会（補正予算第 10号）
▶補正予算額…▲ 71,403 千円
法人町民税の増額、普通交付税の追加交付および、各事
業費の減額等により、財政調整基金へ 320,000 千円の積
立金について補正しました。
矢祭小学校建設事業費について、校舎建設費、体育
館建設費、プール建設費を平成 27 年度に施工のため
204,937 千円減額の補正をしました。

3 月専決（補正予算第 11号）
▶補正予算額…財源振替（予備費）
３月定例議会において地方自治法第 109 条及び委員会
条例第 5条の規定により「議員の報酬に関する特別委
員会」の設置による補正、および戸津辺の桜が例年よ
り早く開花のため、交通整理にかかる経費を補正しま
した。

3 月臨時会（補正予算第 12号）
▶補正予算額…96,933 千円
町税、特別交付税等の確定による増額により、財政調
整基金へ 100,000 千円、減債基金へ 100,000 千円の積
立金について補正しました。
地域住民生活等支援交付金 42,535 円を補正し、「計画
作成業務委託料」、「ちいきふれあい見守り事業」、「プ
レミアム商品券発行事業」の事業費に充当した補正を
しました。

3 月専決（補正予算第 13号）
▶補正予算額…▲ 8,307 千円
歳入においては、町税、地方譲与税等の確定による増
額及び過疎債の確定により水道事業にかかる過疎債の
減額補正をしました。
歳出においては、各事業費の確定および、過疎債確定
により、水道事業特別会計への繰出金 11,000 千円の
減額補正をしました。

一般会計補正予算の主な内容

平成 26 年度末現在において、町が所有している基金の状況は次のとおりです。減債基金を取り崩し、将来に
わたる公債費の負担軽減のため繰上げ償還を行いました。学校基金を取り崩し、矢祭小学校建築事業に充当
いたしました。

区　分 平成 25 年度末
残　　　　高

平成 26 年度末
残　　　　   高

1．普通債 1,951,125 2,174,477
（１）総務 193,132 166,900
（２）民生 303,700 349,231
（３）衛生 151,028 162,732
（４）農林水産業 294,854 263,898
（５）商工 49,205 21,355
（６）土木 343,359 360,505
（７）消防 89,132 101,218
（８）教育 526,715 748,638
2．災害復旧費 28,616 27,492
（１）農林水産業 11,194 9,320
（２）土木 17,422 18,172
（３）教育 ‐ ‐
3．その他 1,728,352 1,538,783
（１）減税補てん債等 22,531 15,365
（２）臨時税収補てん債 ‐ ‐
（３）臨時財政対策債 1,705,821 1,523,418

計 3,708,093 3,740,752

財産の状況　

平成 26年度末現在において、町が所有している財産状況は次
のとおりです。　

平成 26年度末現在の町債残高は次の通りです。

基金の状況

町債の状況

単位▶㎡ 単位▶千円

単位▶千円
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昨
年
４
月
か
ら
結
婚
支
援
室
が

ス
タ
ー
ト
し
、
８
名
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
協
力
の
下
、
町
内
外
を
問

わ
ず
結
婚
に
関
す
る
相
談
を
受

け
、
登
録
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。現
在
の
登
録
者
数
は
、

町
内
男
性
19
名
・
女
性
６
名
、
町

外
男
性
９
名
・
女
性
４
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
見
合
い
は
８
組
の

方
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
８
組
は
登

録
者
同
士
に
限
ら
ず
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
相
談
を
受
け
た
方
へ
の
紹

介
も
あ
り
、
昨
年
９
月
に
は
茨
城

県
大
子
町
・
常
陸
大
宮
市
と
の「
Ｒ

１
１
８
地
域
結
婚
支
援
活
動
協
議

会
」
が
発
足
し
茨
城
県
と
の
紹
介

も
可
能
に
な
り
、
数
件
の
お
見
合

い
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

８
組
の
皆
さ
ん
の
そ
の
後
は
、

お
付
き
合
い
が
続
い
て
い
る
方
が

１
組
・
数
か
月
お
付
き
合
い
が
続

い
た
方
・
残
念
な
が
ら
お
付
き
合

い
に
は
な
ら
な
か
っ
た
方
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。
し
か
し
、
お
付
き
合
い

に
な
ら
な
か
っ
た
方
か
ら
「
次
、

ま
た
紹
介
し
て
下
さ
い
」「
登
録

し
た
内
容
を
見
直
し
た
い
」
と
の

言
葉
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
、
紹
介

が
あ
っ
た
こ
と
で
結
婚
に
対
し
て

本
気
に
・
前
向
き
に
な
っ
て
い
く

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
後
も
近
隣
町
村
と
の
交
流
を

通
し
て
、
結
婚
支
援
・
紹
介
の
幅

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

おいしい物を食べに大阪に旅行にいきたいです。

結婚して、幸せな家庭を築ければいいなと思います。

観光やショッピング、ドライブなど基本的に出かける
ことが好きです。また、その土地のおいしいものを食
べるのも好きです。

自然がいっぱいで静かなところが好きです。ガヤガヤ
した都会から帰宅するととても落ち着きます。

歩道を作るなど道路の整備をして欲しいです。また、
小さな子どもやこれから生まれてくる子どもが住みや
すい町づくりをして欲しいと思っています。

健康第一で毎日元気に仕事に励みたいと思います。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
都
会
か
ら
矢
祭
に
帰
る
と
落
ち
着
く

塙　いづみさん

No.14

Ｉｚ
ｕ
ｍ
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はなわいづみ● 25 歳・東舘在住

メッセージ

from結婚支援室（11）

message
　　

子
ど
も
の
頃
か
ら
魚
を
捕
る
こ

と
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
佐
川

泉
さ
ん
。
現
在
、
久
慈
川
第
一
漁

業
協
同
組
合
の
代
表
理
事
組
合
長

や
福
島
県
内
水
面
漁
業
組
合
連
合

会
の
代
表
理
事
会
長
、
ま
た
全
国

内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
で

も
理
事
を
兼
務
す
る
な
ど
、
県
内

外
の
河
川
を
知
り
尽
く
す
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

　
「
久
慈
川
は
昔
か
ら
比
べ
る
と

整
備
が
進
み
、
水
質
は
良
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
砂
が
増
え
た
り
、

魚
の
隠
れ
る
場
所
が
な
く
な
っ
た

り
と
魚
の
住
む
場
所
が
減
り
つ
つ

あ
る
の
は
事
実
で
す
。
自
然
を
整

備
す
る
と
プ
ラ
ス
面
だ
け
で
な
く

ど
う
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
面
も
出
て

き
ま
す
。
環
境
と
安
全
の
バ
ラ
ン

ス
が
難
し
い
」
と
今
と
昔
の
久
慈

川
の
変
化
に
つ
い
て
ふ
れ
な
が
ら

環
境
に
つ
い
て
も
語
り
ま
す
。

　

以
前
小
学
生
に
久
慈
川
に
住
む

魚
を
ク
イ
ズ
で
出
し
た
と
こ
ろ
全

く
正
解
が
出
ず
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
と
い
う
泉
さ
ん
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
川
離
れ
教
育

が
進
ん
で
し
ま
っ
て
い
て
、
川
に

対
し
て
の
常
識
を
知
ら
な
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
危
険
だ
か

ら
行
く
な
で
は
な
く
一
緒
に
遊
ぶ

こ
と
で
川
の
危
険
を
教
え
て
あ
げ

る
こ
と
も
私
た
ち
大
人
の
役
割
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
意
気
込
み

ま
す
。

　
「
川
は
血
管
の
よ
う
な
も
の
。

川
が
だ
め
な
ら
海
も
ダ
メ
に
な
り

ま
す
。
全
国
的
に
同
じ
よ
う
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
他
の
組

合
員
と
故
郷
の
川
の
た
め
に
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　

６
月
７
日
に
東
北
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
解
禁
さ
れ
る
鮎
釣
り
。
泉

さ
ん
は
た
く
さ
ん
の
釣
り
人
で
に

ぎ
わ
う
日
を
待
ち
わ
び
ま
す
。

次は増子雄輔さん（中石井）の予定です。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

いばらきマリッジサポーター石澤さ
ん自宅にて「パーティー」が開かれ
ます。詳しい内容は未定ですが興味
のある方は結婚支援室まで問い合わ
せください。
■開催日…５月 31 日（日）
■場所…石澤令子自宅（常陸大宮市
■問い合わせ…結婚支援室☎ 0247-
　　　　　　　46-4884

●町への要望はありますか？

8

４月 17 日に行われた稚鮎の放流で鮎や久慈川のことにつ
いて説明をする泉さん。子どもたちに少しでも放流する鮎
のことや川について知ってもらいたいと力が入ります。

子
ど
も
た
ち
と
川
遊
び
を
通
じ
て
川
の

危
険
を
教
育
す
る
こ
と
も
大
人
の
役
割

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.14 －

佐
川　

泉
さ
ん

PROFILE
【さがわ  いずみ】55歳。中石井在住。趣
味は釣りと温泉に行くこと。座右の銘は「楽
すれば楽が邪魔して楽ならず、楽せぬ楽が
遥か楽々」

9

パーティーを開催します
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委嘱を受けた小林さん（中央）

　４月１３日、石井小学校で全校生参加による交通
教室が行われました。実際の通学路に出て普段は気
づかない危険な場所や注意点を、指導に当たった緑
川隆和交通教育専門員、鈴木芳明交通専門指導員、
東舘駐在所の坂井貴道巡査部長と確認し、交通安全
に対する意識を高めました。

辞令を受けるロレインさん

　４月８日、町役場で自衛官募集相談員委嘱状交付
式が行われ、交付式に出席した古張町長と自衛隊福
島地方協力本部の深川募集課長から小林煇武さんに
委嘱状が交付されました。小林さんはこれまでの２
期４年に続く３期目。式の中で「微力ではあります
が自衛隊募集に力を尽くします」と挨拶しました。

放流する内川小学校児童

手をあげて返事をする園児

上／教科書を受け取る関岡小学校の
新入児童
左／矢祭中学校に入学した44名

手をあげて横断する児童たち

　４月７日、町立小学校英語指導助手（ＡＬＴ）に
ロレイン・クラークさんが委嘱されました。ロレイ
ンさんはイギリス出身の２９歳。これからは東舘小
学校に勤務しながら、各小学校ややまつりこども園
で、本場の英語を子どもたちに伝えるロレインさん。
「頑張ります」と抱負を話しました。

　４月８日、やまつりこども園（矢吹政徳園長）で
幼児教育部の入園式が行われました。今年度は３歳
児４９名（男子２４名・女子２５名）、４歳児１名（女
子１名）が入園。子どもたちは担任の先生から一人
一人の名前を呼ばれると、大きな声で返事をしてい
ました。

1011

　町内小中学校の入学式は、４月６日に行
われ、小中学校合わせて８4名（矢祭中学
校４４名・東舘小学校１７名・下関河内小
学校８名・関岡小学校３名・内川小学校４名・
石井小学校８名）が入学し、これから始ま
る学校生活に胸を膨らませました。
　来年度は今ある５つの小学校が矢祭小学
校へと統合されます。各小学校最後の入学
式となった新年度。それぞ
れの思いを胸に学校生活が
スタートしました。

国を守る力募集に尽力
▶小林煇武さんに自衛隊募集相談員委嘱

通学路の危険個所を確認
▶石井小学校交通教室

子どもたちの英語力向上に期待
▶小学校英語指導助手辞令交付式

元気に楽しく遊ぼう
▶やまつりこども園幼児教育部入園式

新たなスタートに胸膨らます
▶町内小中学校入学式

大きく育てと願い込めて
▶稚鮎の放流

　４月１７日、久慈川第一漁業協同組合と町が主催
する稚鮎の放流が矢祭橋付近の久慈川で行われまし
た。放流には内川小学校全校児童（矢祭山みどりの
少年団）と関岡小学校３・４年生など多数の関係者
が参加。６月７日（日）の鮎釣り解禁日の頃には、
１８センチ前後に成長するということです。
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雪
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初
枝

受
験
終
え
ほ
っ
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し
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い
る
孫
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つ
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八
十
五
歳
我
が
過
去
ふ
り
か
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

知
子

お
中
日
子
や
孫
の
来
て
墓
参
り　
　
　

春
の
息
吹
の
万
作
が
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
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サ
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あ
れ
こ
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と
思
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入
る
夜
の
静
寂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

𠮷
民
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期
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知
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佐
川　

文
江

今年度の行政区長さんが
決まりました

　

４
月
３
日
、
第
１
回
区
長
会
が
開

催
さ
れ
、
全
21
区
長
さ
ん
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
課
事

務
の
説
明
や
「
矢
祭
町
ご
み
不
法
投

棄
・
野
外
焼
却
監
視
員
」
及
び
「
矢

祭
町
交
通
対
策
協
議
会
地
区
分
会
長

委
嘱
書
」の
交
付
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
長
会
役
員
の
選
出
で
は
、
選
考
委

員
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
会
長
に
陳

野
功
一
宝
坂
区
長
、
副
会
長
に
佐
藤

守
男
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
区
長
、
藤

井
隆
之
戸
塚
区
長
、
会
計
に
松
本
義

勝
茗
荷
区
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
区
長
名
▼
山
野
井
・
金
沢
区
…

　

長
塚
守
男
▼
舘
本
区
…
班
目
則
常

　

▼
桃
ノ
木
区
…
鈴
木
克
昭
▼
石
田

　

区
…
鈴
木
憲
明
▼
上
野
内
区
…
猪

　

亦
明
良
▼
宝
坂
区
…
陳
野
功
一
▼

　

高
野
谷
地
区
…
増
子
伸
義
▼
追
分

　

区
…
本
田
昇
▼
小
田
川
区
…
落
合

　

明
▼
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
区
…
佐

　

藤
守
男
▼
下
関
河
内
区
…
金
澤
剛

　

▼
上
関
河
内
区
…
滑
川
利
征
▼
大

　

垬
区
…
富
永
安
文
▼
高
山
区
…
小

　

田
信
一
▼
関
岡
区
…
佐
藤
長
次
▼

　

真
木
野
…
菊
地
良
一
▼
内
川
区
…

　

菊
地
文
男
▼
茗
荷
区
…
松
本
義
勝

　

▼
中
石
井
区
…
増
子
政
利
▼
下
石

　

井
区
…
永
山
勝
範
▼
戸
塚
区
…
藤

　

井
隆
之
（
敬
称
略
）

区長会長に陳野功一宝坂区長

山
野
井
金
沢
文
庫
お
は
な
し
会
…
５

　

月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
前

　

11
時

矢
祭
読
書
の
日
…
５
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

お
は
な
し
会
&
科
学
は
て
な
教
室
…

　

５
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

　

前
11
時　

科
学
は
て
な
教
室
は
図

　

書
館
を
飛
び
出
し
て
、
外
で
植
物

　

観
察
を
行
い
ま
す
。
※
雨
天
の
場

　

合
は「
植
物
の
か
ら
だ
の
し
く
み
」

【
家
読
・
つ
な
が
る
絵
本
】

　

図
書
館
で
は
テ
ー
マ
ご
と
に
家
読

の
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
今
月
は「
お
か
あ
さ
ん
」を
テ
ー

マ
に
し
た
絵
本
10
冊
を
紹
介
。

【
そ
の
ほ
か
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

つ
な
が
る
絵
本
の
ほ
か
に
も
、

「
鳥
」
が
出
て
く
る
本
、
５
月
５
日

の
こ
ど
も
の
日
に
ち
な
ん
で
「
世
界

の
こ
ど
も
た
ち
」
に
関
す
る
本
、「
小

学
校
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
話
」

に
関
す
る
本
を
集
め
ま
し
た
。

休
館
日　

５
月
11
日
（
月
）、　

５
月

　

18
日
（
月
）、
５
月
25
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

も
っ
た
い
な
い
図
書

　

館
☎
４
６
‐
４
６
４
６

やまつり
議会議会だよりだより №

2015.5.1

第１回定例会
　３月９日～13日

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

51
億
７
，０
０
０
万
円
等
を
可
決
!!

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初

日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
の
議
案
の
内

容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。

　

３
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
５
名
が
登
壇
、
４
日
目
は
、
一
般
質
問
で
議
員
２
名
が

登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
34
号
ま

で
が
審
議
さ
れ
、
専
決
処
分
１
件
、
条
例
の
制
定
５
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
18
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
し
ら
か
わ
地
域
定
住
自
立
圏

の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
締
結
、
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
、
平
成
26
年
度

各
会
計
補
正
予
算
６
件
が
審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
、
平
成
27
年
度
各
会
計
予
算
９
件
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

が
審
議
さ
れ
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
議
案
第
44
号
）
が
不
同
意
と
な
り
ま
し
た

が
、平
成
27
年
度
各
会
計
予
算
の
９
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
案
件
で
は
、
請
願
２
件
が
採
択
さ
れ
、
追
加
提
案
と
し
て
意
見
書
２
件
、
矢

祭
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
、
議
会
議
員
の
報
酬
に
関
す
る
特
別
委
員
会
設
置

の
決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
で

あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
平
成
13

年
10
月
31
日
「
市
町
村
合
併
を

し
な
い
矢
祭
町
宣
言
」
以
来
、

最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
自
立

す
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
町

民
・
町
議
会
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
参
っ
た
行
財
政

改
革
を
更
に
推
進
し
、
自
信
と

誇
り
を
持
ち
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
「
自
立

す
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

町
民
皆
様
の
生
活
に
不
可
欠
な

各
種
施
策
を
重
点
選
別
主
義
に

よ
り
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

基
本
方
針
は
、
収
支
均
衡
を

保
持
し
健
全
財
政
の
堅
持
に
努

め
、
第
４
次
総
合
計
画
の
最
終

年
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
ま
す

「
住
ん
で
み
た
い　

住
み
続
け
た

い　

や
ま
つ
り
町
」
を
高
く
掲

げ
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　

重
点
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

私
の
町
政
担
当
２
期
目
の
最
重

点
事
業
で
あ
り
ま
す
統
合
小
学

校
の
建
設
を
進
め
ま
す
。
次
に

大
規
模
災
害
避
難
所
整
備
事
業

と
し
て
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
施

設
改
修
及
び
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
等
工
事
の
継
続
事
業
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業

に
よ
る
福
祉
避
難
所
と
な
る
舘

山
荘
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工

事
、
町
道
山
野
井
・
天
神
沢
線

改
良
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
は
、
農
・
林

業
施
設
整
備
事
業
、
ブ
ラ
ン
ド

・
イ
メ
ー
ジ
回
復
支
援
事
業
、

安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
、
簡
易
水
道
の

配
水
管
を
石
綿
管
か
ら
Ｖ
Ｐ
管

へ
の
布
設
替
え
す
る
基
幹
改
良

事
業
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め

の
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
こ

ど
も
園
・
小
・
中
学
校
給
食
費

の
負
担
軽
減
や
通
学
費
助
成
、

昼
間
、
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

の
た
め
の
預
か
り
保
育
、
小
学

校
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
、
中
学
校
を
対
象
と
し
た
英

町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）
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伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
議
案
第
12
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
13
号
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
準
じ
、
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
14
号
）

　

福
島
県
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
改
正
に
伴
い
、
一
部
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る

さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
15
号
）

　

ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
撤

去
及
び
指
定
管
理
の
期
間
満
了

に
伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
16
号
）

　

矢
祭
町
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
給
付
に
係
る
利
用
者

負
担
額
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
土
地
開
発
基
金
の
設

置
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
17
号
）

　

基
金
の
利
子
積
立
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
温
泉
交
流
研
修
セ
ン

タ
ー
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
議
案
第
18
号
）

　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
の
廃
止
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
の
給
付
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
19
号
）

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

20
号
）

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
く
介
護
保
険
料
の
基
準

額
の
改
正
に
伴
い
、
一
部
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
21
号
）

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
町
民
プ
ー
ル
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

22
号
）

　

年
末
年
始
の
休
館
日
を
変
更

す
る
た
め
、
一
部
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
歴
史
民
俗
資
料
館
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
23
号
）

　

開
館
時
間
の
変
更
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑

の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
24
号
）

　

民
法
の
改
正
に
伴
い
、
一
部

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
単
純
な
労
務
に
雇
用

さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

（
議
案
第
25
号
）

　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る

職
員
が
平
成
25
年
度
末
に
す
べ

て
退
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
温
泉
交

流
研
修
セ
ン
タ
ー
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締

結
（
議
案
第
26
号
）

　

平
成
27
年
２
月
23
日
、
入
札

に
付
し
た
、
平
成
26
年
度
矢
祭

町
温
泉
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
つ

い
て
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

○
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

○
契
約
の
金
額　
　
　
　
　
　

　
　

６
５
，８
８
０
，０
０
０
円

　
　
（
う
ち
消
費
税
額

　
　

４
，８
８
０
，０
０
０
円
）

○
契
約
の
相
手
方

　

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町

　

大
字
棚
倉
字
南
町
20

　

藤
田
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

光
夫

◎
し
ら
か
わ
地
域
定
住
自
立
圏

の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
締
結

（
議
案
第
27
号
）

　

矢
祭
町
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
の
議
決
に
関
す
る
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◎
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
策
定
（
議
案
第
28
号
）

　

高
野
谷
地
辺
地
及
び
追
分
辺

地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め

の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
29
号
）

　

今
年
度
の
事
業
確
定
及
び
財

政
調
整
基
金
へ
の
積
立
等
が
補

正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
30
号
）

　

療
養
給
付
費
等
負
担
金
、
後

期
高
齢
者
医
療
費
負
担
金
及
び
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語
・
数
学
の
コ
ー
ス
別
授
業
等

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
以
外
で
は
、
個

人
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促
進

し
、
合
わ
せ
て
町
内
建
築
業
者

の
仕
事
を
確
保
す
る
個
人
住
宅

改
良
支
援
事
業
や
農
作
物
の
被

害
を
減
少
さ
せ
る
有
害
狩
猟
鳥

獣
対
策
支
援
事
業
、
65
歳
以
上

の
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
と
し

て
高
齢
者
温
泉
サ
ロ
ン
等
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
引
き
続
き
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

食
の
安
心
・
安
全
の
情
報
発
信
、

観
光
風
評
被
害
対
策
等
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

県
営
事
業
で
は
、
国
道
３
４

９
号
下
関
工
区
・
小
田
川
２
工

区
、
農
免
農
道
中
石
井
２
期
地

区
の
事
業
促
進
及
び
県
道
石

井
・
大
子
線
、
県
道
下
関
河
内
・

小
生
瀬
線
が
早
期
に
事
業
採
択

さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
県
当
局

へ
強
力
に
要
望
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
目
線
に
立

ち
、
町
民
皆
様
の
安
心
・
安
全

な
町
づ
く
り
の
た
め
、
議
員
の

皆
様
と
意
思
疎
通
を
図
り
、
議

会
と
協
調
し
な
が
ら
、
郷
土
矢

祭
町
発
展
の
た
め
に
全
力
を
上

げ
て
町
政
運
営
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

当
初
予
算
総
額
は
51
億
７
，

０
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

当
初
予
算
42
億
２
，
０
０
０
万

円
と
比
較
し
て
９
億
５
，

０
０
０
万
円
の
増
で
、
率
に
致

し
ま
し
て
22
・
５
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
過
去
、
10
年
に
お

い
て
は
当
初
予
算
額
と
し
て
は

最
高
額
で
あ
り
ま
す
。

◎
専
決
第
１
号　

平
成
26
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
１
号
）

　

１
月
30
日
の
積
雪
に
よ
る
除

雪
費
用
、
除
雪
用
リ
ア
・
グ

レ
ー
ダ
ー
購
入
費
用
が
主
な
補

正
の
内
容
で
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
専
決
処
分
を
し
ま
し
た
の

で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
給
付
に
係
る
利
用
者

負
担
額
に
関
す
る
条
例
（
議
案

第
２
号
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

施
行
に
伴
い
、
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
利
用
者
負
担
額
等
に
関

す
る
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
い
じ
め
問
題
等
対
策

委
員
会
設
置
条
例
（
議
案
第
３

号
）　

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の

施
行
に
伴
い
、
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
問
題
等
に
対
応
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
教
育
長
の
職
務
に
専

念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る

条
例
（
議
案
第
４
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
新
教
育
長
の
職
務

専
念
義
務
の
免
除
等
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
及
び
職
員
の
基
準

を
定
め
る
条
例（
議
案
第
５
号
）

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施

に
必
要
な
基
準
を
定
め
る
た

め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
（
議
案
第
６

号
）

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
、
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
た

め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

矢
祭
町
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
議
案
第
７
号
）

　

郵
便
貯
金
が
他
の
銀
行
預
金

と
同
じ
扱
い
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
行
政
手
続
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

８
号
）

　

行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
、

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
の
開
園
に

伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
９
号
）

　

地
方
税
法
及
び
租
税
特
別
措

置
法
の
改
正
に
伴
い
、
一
部
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
教
育
長
の
給
与
、
勤

務
時
間
、
そ
の
他
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
議
案
第
10
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
11
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
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そ

の

他

契　
　

約

補

正

予

算

各
分
野
の
施
策
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
事
業
等
の
厳
し
い

選
択
を
行
っ
た
予
算
編
成

報　
　

告

条　
　

例

平成２６年度一般会計別予算補正状況（専決第１号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,313,961 3 5,313,964



上
関
河
内
区

○
大
垬
地
内
、
国
道
３
４
９
号

の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
対
応
。

○
茨
城
県
境
に
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
。

○
明
神
地
内
の
河
川
の
土
砂
の

除
去
。

○
道
清
旧
道
の
舗
装
の
改
良
。

大
垬
区

○
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬
線

の
改
良
。

○
海
老
根
地
内
、
ふ
れ
あ
い
農

道
と
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬

線
の
Ｔ
字
路
の
道
路
改
良
、
木

の
葉
の
除
去
。

○
ふ
れ
あ
い
農
道
、
山
下
地
内

の
除
雪
。

○
保
木
山
地
内
、
一
級
河
川
小

田
川
の
土
砂
の
除
去

○
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬

線
、
福
住
地
内
道
路
の
段
差
の

緩
和
。

高
山
区

◎
福
島
市
八
島
町
11
―
30　

尾

形
和
男
さ
ん
よ
り
次
の
陳
情
が

あ
り
ま
し
た
。

○
旧
農
業
試
験
場
跡
地
を
県
庁

の
郡
山
市
移
転
先
と
し
て
県
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情
書
。

◎
矢
祭
町
大
字
小
田
川
字
中
山

27
―
76　

大
森
泰
幸
さ
ん
よ
り

次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
東
日
本
大
震
災
４
周
年
に
あ

た
り
、
矢
祭
町
の
防
災
・
減
災

に
関
す
る
検
討
を
求
め
る
陳
情

書
。

◎
矢
祭
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
発
議

第
１
号
）

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

い
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
会
議
員
の
報
酬
に
関
す
る

特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決

議
（
発
議
第
４
号
）

　

議
会
議
員
の
報
酬
及
び
期
末

手
当
を
調
査
す
る
た
め
設
置
す

る
も
の
で
す
。

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
。（
発
議
第
２
号
）

○
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
商
工
業
者

等
の
営
業
損
害
賠
償
を
来
年
２

月
で
打
ち
切
る
素
案
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
。（
発
議
第
３

号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
２
件
を
政

府
関
係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

◎
専
決
第
２
号　

平
成
26
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
45
号
）

　

特
別
委
員
会
の
設
置
に
伴
い

議
員
の
報
酬
に
不
足
が
生
じ
た

た
め
の
増
額
が
主
な
補
正
の
内

容
で
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
専

決
処
分
を
し
ま
し
た
の
で
、
同

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告

し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
議
案
第
46
号
）

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び

厚
生
労
働
省
令
等
の
改
正
に
伴

い
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
47
号
）

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
及
び

厚
生
労
働
省
令
等
の
改
正
に
伴

い
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
小
学
校
敷

地
造
成
工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
（
議
案
第
48
号
）

　

平
成
26
年
８
月
19
日
、
議
会

の
議
決
を
得
て
締
結
し
た
平
成

26
年
度
矢
祭
小
学
校
敷
地
造
成

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
に
関
す
る
条
例
第
２

条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
49
号
）
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介
護
納
付
金
の
確
定
並
び
に
保

険
給
付
費
等
の
確
定
に
よ
る
補

正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
31
号
）

　

事
業
費
の
確
定
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
32
号
）

　

事
業
費
の
確
定
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
33
号
）

　

国
・
県
支
出
金
、
支
払
基
金

交
付
金
及
び
保
険
給
付
費
の
確

定
に
伴
う
補
正
が
主
な
内
容
で

す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
34
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

確
定
等
が
補
正
の
主
な
内
容
で

す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
予
算
（
議
案
第
35
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
36
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
37

号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
38
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
39
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
（
議
案
第
40
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
41

号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
42
号
）

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
43

号
）

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
44
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願
。

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合

　
　

議
長　

小　

針　

弘　

之

紹
介
議
員　

緑　

川　
　
　

進

審
査
結
果　
　

採　
　

択

○
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
商
工

業
者
等
の
営
業
損
害
賠
償
を
来

年
２
月
で
打
ち
切
る
素
案
の
撤

回
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願
。

請
願
者

東
石
民
主
商
工
会

　
　

会
長　

熊　

井　

利　

治

紹
介
議
員　

郡　

司　

浩　

子

審
査
結
果　
　

採　
　

択

◎
滝
川
開
発
期
成
同
盟
会
会
長

富
永
盛
彦
外
役
員
よ
り
次
の
陳

情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
国
道
３
４
９
号
の
早
期
改

良
。

滝
川
地
区
全
体

○
楢
川
橋
、
佳
老
橋
、
桧
山
橋
、

各
橋
の
前
後
の
段
差
解
消
及
び

橋
桁
の
塗
装
。

○
一
級
河
川
小
田
川
の
新
屋
橋

か
ら
下
流
、
小
吹
地
内
の
土
砂

の
除
去
。

○
椚
平
17
番
地
か
ら
17
番
地
２

ま
で
の
町
道
の
整
備
。

下
関
河
内
区

○
仲
町
６
番
地
前
の
Ｕ
型
側
溝

の
補
修
。

○
一
級
河
川
小
田
川
の
石
塚
地

内
、堰
の
上
流
の
土
砂
の
除
去
。

○
吉
ノ
目
地
内
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
。
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平
成
27
年
第
２
回
臨
時
議
会
は
、
３
月
27
日
午
前
10
時
に
招
集
さ

れ
、
専
決
処
分
１
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
２
件
、
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結
、
平
成
26
年
度
各
会
計
補
正
予
算
９
件
が
審

議
さ
れ
、
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
工

事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
以
外
の
12
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

意　

見　

書

平成２６年度一般会計予算補正状況（専決第２号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　般　会　計 5,242,561 0 5,242,561

議
員
提
出
議
案

条　
　
　

例

契　
　
　

約

第

２

回

臨

時

議

会

報　
　

告

平成２７年度各会計別当初予算状況 （単位：千円）

会　計　名 27年度当初予算額 26年度当初予算額 伸 び 率
一 般 会 計 5,170,000 4,220,000 22.5％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 848,757 730,200 16.2％
水 道 事 業 243,526 231,202 5.3％
工 場 団 地 造 成 事 業 4,810 5,271 △ 8.7％
宅 地 造 成 事 業 6,502 11,221 △ 42.1％
農業集落排水処理事業 29,000 29,000  0.0％
介 護 保 険 516,550 489,980 5.4％
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 127,713 128,085 △ 0.3％
霊 園 事 業 750 1,800 △ 58.3％

請　
　
　

願

請
願
・
陳
情

陳　
　

情

人

事

案

件

当

初

予

算

平成２６年度各会計別予算補正状況（３月第１回定例会） （単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額
一 般 会 計 5,313,964 △ 71,403 5,242,561

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 746,827 △ 4,498 742,329
水 道 事 業 275,250 △ 12,558 262,692
宅 地 造 成 事 業 11,756 △ 4,700 7,056
介 護 保 険 530,865 17,899 548,764
後期高齢者医療保険 128,246 4,614 132,860

補

正

予

算



　
　

住
基
ネ
ッ
ト
は
不
接
続
で

す
が
、
今
後
の
方
向
性
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

町
長

　

住
基
ネ
ッ
ト
は
自
治
事
務
で

あ
り
、
運
用
に
関
し
て
は
自
治

体
の
意
志
で
決
定
で
き
ま
し

た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
法

定
受
託
事
務
で
あ
り
、
自
治
体

と
し
て
選
択
権
は
な
く
、
直
ち

に
運
用
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
28
年
１
月
か
ら
運

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
と
し
て

は
接
続
す
べ
く
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
　

本
年
度
の
実
績
、
事
業
内

容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

自
立
総
務
課
長

　

平
成
26
年
度
か
ら
の
新
し
い

事
業
で
あ
り
ま
し
て
、
事
業
の

目
的
は
住
民
が
主
体
的
に
取
り

組
む
地
域
づ
く
り
活
動
の
支

援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性

化
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は

町
道
、
農
林
道
、
河
川
、
排
水

路
等
の
環
境
整
備
、
地
域
の
祭

り
、運
動
会
等
の
地
域
の
活
動
、

防
犯
・
防
災
活
動
で
あ
り
、
活

動
内
容
に
よ
っ
て
、
５
万
円
を

上
限
に
助
成
金
を
交
付
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
の
実
績
は
、

17
行
政
区
、
延
べ
40
回
、
補
助

金
額
で
２
０
０
万
円
に
な
り
ま

す
。

　
　

平
成
26
年
度
か
ら
の
事
業

で
あ
る
が
、
今
後
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

町
長

　

事
業
の
趣
旨
が
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
で
あ
り

ま
す
の
で
、
区
を
中
心
と
し
た

行
事
、
区
民
の
５
割
以
上
が
参

加
す
る
行
事
に
は
、
助
成
を
続

け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

調
査
測
量
が
行
わ
れ
た
と

聞
い
た
が
、
進
捗
状
況
と
今
後

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

事
業
課
長

　

調
査
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い

る
段
階
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

進
捗
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
回

答
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
と
し

て
は
平
成
27
年
度
に
地
域
住
民

に
計
画
説
明
会
を
実
施
す
る
予

定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　

林
道
愛
護
組
合
に
対
す
る

林
道
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

こ
れ
ま
で
は
完
全
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
頼
っ
て
ま
し
た
が
、

27
年
度
か
ら
新
た
に
燃
料
等
相

当
分
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

　
　

管
理
は
受
益
者
負
担
、
受

益
者
責
任
と
言
わ
れ
る
が
、
限

り
が
あ
り
ま
す
。
町
も
一
定
割

合
を
対
応
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
山
も
道
も
荒
れ
放
題
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
町

長
の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　

町
長

　

山
林
所
有
者
以
外
の
方
が
多

く
利
用
す
る
生
活
道
路
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
も
し
っ
か
り

と
維
持
管
理
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。
予
算
と
の
関
係
も
あ
り

ま
す
が
、
で
き
る
こ
と
は
や
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

重
要
事
業
の
一
つ
で
あ

る
、
国
道
３
４
９
号
の
改
良
促

進
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

　
　

町
長

　

下
関
工
区
、
宝
坂
工
区
と
も

に
一
日
も
早
く
完
成
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
今

後
も
、
改
良
事
業
が
進
む
よ
う

県
に
働
き
か
け
を
し
て
参
り
ま

す
。

　
　

平
成
28
年
４
月
開
校
ま
で

１
年
を
切
っ
た
が
、
現
在
の
建

設
工
事
等
の
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

敷
地
造
成
工
事
は
工
期
内
竣

工
が
可
能
で
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
仮
設
で
柔
ら
か
い
た
め
、

春
の
運
動
会
に
多
少
支
障
が
あ

り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ク

レ
ー
舗
装
、
の
り
面
の
保
護
工

事
を
追
加
し
繰
越
と
し
て
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
校

舎
の
新
築
工
事
は
、
現
在
、
地

盤
改
良
工
を
行
っ
て
お
り
、
２

月
末
で
の
進
捗
率
は
約
８
％
で

す
。

　
　

小
学
校
建
設
事
業
費
の
町

持
ち
出
し
額
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答問
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各
事
業
の
確
定
、
財
政
調
整

基
金
及
び
減
債
基
金
へ
の
積
立

等
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
50
号
）

　

国
民
健
康
保
険
税
、
国
庫
支

出
金
、
共
同
事
業
交
付
金
等
の

確
定
及
び
総
務
費
、
保
険
給
付

費
、
保
険
事
業
費
等
の
確
定
が

主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
51
号
）

　

高
野
谷
地
地
区
水
源
地
改
修

工
事
費
及
び
基
幹
改
良
工
事
費

の
確
定
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
52
号
）

　

年
度
末
に
お
け
る
歳
出
の
確

定
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
53
号
）

　

年
度
末
に
お
け
る
歳
出
の
確

定
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
54
号
）

　

年
度
末
に
お
け
る
歳
出
の
確

定
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
55
号
）

　

保
険
料
及
び
国
庫
支
出
金
等

の
確
定
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
56
号
）

　

保
険
料
の
確
定
が
主
な
補
正

の
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
57
号
）

　

霊
園
永
代
使
用
料
の
確
定
が

主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
矢
祭
町
大
字
小
田
川
字
中
山

27
―

76　

大
森
泰
幸
さ
ん
よ
り

次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
矢
祭
町
議
会
議
員
報
酬
「
日

当
制
」
見
直
し
は
、「
矢
祭
町

自
治
基
本
条
例
（
第
７
条
）」

の
理
念
に
相
応
し
い
最
適
な
制

度
を
め
ざ
し
、
議
会
、
議
員
活

動
の
全
局
面
を
徹
底
的
に
検
証

し
、
町
民
に
納
得
で
き
る
最
善

の
条
例
実
現
を
求
め
る
陳
情

書
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
小
学
校
敷

地
造
成
工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
（
議
案
第
58
号
）

　

平
成
26
年
８
月
19
日
、
議
会

の
議
決
を
得
て
締
結
し
た
平
成

26
年
度
矢
祭
小
学
校
敷
地
造
成

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
に
関
す
る
条
例
第
２

条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
変
更
前
工
事
請
負
金
額

　

１
３
８
，７
８
０
，０
０
０
円

○
変
更
後
工
事
請
負
金
額　
　

　

１
６
０
，１
５
８
，６
０
０
円

○
変
更
に
よ
る
工
事
請
負
金
増

　
　

２
１
，３
７
８
，６
０
０
円
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平
成
27
年
第
３
回
臨
時
議
会
は
、
３
月
30
日
午
後
２
時
に
招
集
さ

れ
、
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
の
１
議
案
が
提
案
さ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問

答

答

質
問　

国
道
３
４
９
号
の
改

良
工
事
に
つ
い
て

藤田玄夫議員

建
設
・
教
育
・

　
　
　

福
祉
行
政

問

問 質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て

緑川裕之議員

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
11
日
と
12
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

７
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
告
順
）

一
般
・
建
設
行
政

答

質
問　

地
域
活
動
支
援
事
業

に
つ
い
て

問答

問

答 問

答問

質
問　

県
道
石
井
・
大
子
線

改
良
工
事
に
つ
い
て

問答質
問　

林
道
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

質
問　

矢
祭
小
学
校
に
つ
い
て

平成２６年度各会計別予算補正状況（３月第２回臨時会）
会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,242,561 96,933 5,339,494

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 742,329 △ 9,979 732,350
水 道 事 業 262,692 △ 3,935 258,757
工 場 団 地 造 成 事 業 5,056 0 5,056
宅 地 造 成 事 業 7,056 0 7,056
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 30,108 0 30,108
介 護 保 険 548,764 4,123 552,887
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 132,860 449 133,309
霊 園 事 業 1,874 △ 263 1,611

（単位：千円）
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情
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約

　鈴木敏男議員から４月 20 日
付で、一身上の都合による議員
辞職願が議長に提出され、同日
付で許可となり、議員を辞職い
たしました。

鈴木敏男氏が　
　議員を辞職



題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
検
討
委

員
会
的
な
も
の
を
立
ち
上
げ
る

考
え
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平

成
27
年
度
は
町
総
合
計
画
、
地

方
版
総
合
戦
略
も
策
定
し
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
の
機
会
を
活
用

し
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　

Ｉ
Ｐ
電
話
の
維
持
管
理
費

が
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
年
間
費
用
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

平
成
27
年
度
は
５
年
に
一
度

の
塙
町
に
あ
る
Ｉ
Ｐ
シ
ス
テ
ム

サ
ー
バ
ー
の
更
新
で
７
，
２
０

０
万
円
の
予
算
計
上
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
通
常
は
年
間

４
，
０
０
０
万
円
か
ら
５
，

０
０
０
万
円
程
度
の
維
持
費
が

必
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

幼
児
教
育
部
と
保
育
部
の

連
携
が
と
ら
れ
て
い
な
い
と
の

話
し
が
、
保
護
者
か
ら
聞
か
れ
ま

す
が
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

連
携
が
と
れ
て
い
な
い
と
い

う
ご
指
摘
を
受
け
ま
し
た
が
、

園
長
と
し
て
指
導
が
行
き
届
か

な
い
と
い
う
点
を
反
省
し
て
い

ま
す
。
職
員
会
議
の
中
で
主
な

行
事
等
は
確
認
し
て
お
り
ま
す

が
、
朝
７
時
30
分
か
ら
夕
方
６

時
45
分
ま
で
、
長
時
間
に
わ
た

る
保
育
体
制
で
あ
り
ま
す
の

で
、
全
体
会
議
が
行
わ
れ
に
く

い
点
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

全
体
会
議
の
場
を
つ
く
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

国
道
１
１
８
号
山
野
井
地

内
の
カ
ー
ブ
付
近
の
草
木
が
切

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
動

向
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

県
か
ら
は
測
量
や
視
界
改
良

の
た
め
に
手
を
入
れ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
全
体
的
な
流
れ

の
中
で
は
、
ま
だ
一
部
地
権
者

の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
改
良
事
業
の
ほ
う
は
進
め

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

　
　

国
道
１
１
８
号
か
ら
正
門

ま
で
の
道
路
の
改
良
工
事
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

こ
ち
ら
の
道
路
に
つ
き
ま
し

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か

ら
改
良
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま

す
の
で
、
来
年
度
の
改
良
を
見

越
し
ま
し
て
、
現
在
、
測
量
の

ほ
う
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

条
件
の
悪
い
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
屋
内
型
の
テ
ン
ト
ハ
ウ
ス
に

改
良
す
る
考
え
は
お
持
ち
で
す
か
。

　
　

町
長

　

現
在
の
処
、
そ
の
よ
う
な
構

想
は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

矢
祭
福
祉
会
の
看
護
・
介

護
奨
学
金
募
集
案
内
を
拝
見
し

た
が
、
分
か
れ
ば
人
材
育
成
の

財
源
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

矢
祭
福
祉
会
は
、
今
年
度
奨

学
金
70
万
円
を
上
限
に
、
就
学

す
る
期
間
、
毎
年
奨
学
金
を
交

付
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
財
源

は
、
町
で
は
詳
細
に
は
把
握
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

看
護
師
、
介
護
士
育
成
の

た
め
に
財
政
支
援
の
考
え
が
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

矢
祭
福
祉
会
は
オ
ー
プ
ン
か

ら
約
20
年
に
な
り
ま
す
。
国
県

か
ら
は
、
留
保
財
源
を
持
た
な

い
で
、
毎
年
の
収
益
の
中
で
運

営
費
を
捻
出
し
な
さ
い
と
い
う

指
導
で
し
た
。
し
か
し
、
福
祉

会
と
し
て
は
、
正
確
な
数
字
は

わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
留

保
財
源
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
り
ま
し
て
、
そ
の
財
源
を
利

用
し
な
が
ら
、
人
材
育
成
を
進

め
て
い
く
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　

開
校
準
備
委
員
会
を
11
回

開
催
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
工
事
現
場
を
ど
の
く
ら

い
検
分
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

全
体
で
工
事
現
場
を
視
察
し

委
員
会
に
臨
む
と
い
う
形
は
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

工
事
現
場
を
視
察
し
、
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま

す
が
。

　
　

教
育
課
長

　

今
後
、
そ
の
よ
う
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
　

現
在
の
被
害
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

通
報
と
見
回
り
の
合
計
値

で
、
平
成
23
年
度
50
件
、
平
成

24
年
度
１
３
０
件
、
平
成
25
年

度
１
２
５
件
、
平
成
26
年
度
２

月
末
日
現
在
で
62
件
で
す
。

　
　

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業

等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
被
害
防
止
計
画
を
作
成

し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

特
措
法
に
基
づ
く
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
は
、
作
成
し
て
お
り

問

問答

問答問

答

問 答

答

問

答

問答 問答問
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問答

答 問

　
　

教
育
課
長

　

現
時
点
で
の
事
業
費
は
施
設

整
備
費
、
委
託
業
務
費
、
用

地
取
得
費
を
含
め
、
25
億
８
，

０
０
０
万
円
余
り
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
、
備
品
購
入

費
１
億
２
，
０
０
０
万
円
余
り

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
一

般
財
源
は
４
億
５
，
０
０
０
万

円
余
り
を
考
え
て
お
り
、
学
校

基
金
２
億
円
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
基
金
、
財
政
調
整
基
金
で

２
億
２
，
０
０
０
万
円
余
り
を

計
上
し
て
お
り
、
建
設
費
に
充

当
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

統
合
小
学
校
の
学
校
管

理
、
環
境
管
理
を
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

緑
地
帯
の
管
理
は
再
三
指
摘

を
受
け
て
い
る
が
、
学
校
専
属

の
校
務
員
を
配
し
、
周
囲
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
管
理
に
努
め
る

の
が
理
想
と
の
方
向
で
進
ん
で

い
ま
す
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

平
成
27
年
度
中
に
、
45
人
乗

り
の
バ
ス
を
２
台
購
入
す
る
計

画
で
あ
り
、
そ
の
他
の
交
通
手

段
も
含
め
総
合
的
な
中
で
運
行

計
画
を
練
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

地
域
交
通
の
充
実
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
交
通
弱

者
と
い
わ
れ
る
方
の
増
加
は
十

分
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
平
成

27
年
度
に
、
ふ
く
し
ま
自
治
研

修
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
調
査
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。
基
礎
調

査
と
し
て
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
、

必
要
な
施
策
の
把
握
に
努
め
、

地
域
交
通
の
あ
り
方
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
や
方
向
性
を

見
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
取
り
組
む
課
題
は
大
変
多

い
が
、
地
域
交
通
が
ど
の
よ
う

な
形
で
進
め
る
か
を
検
討
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
　

救
急
医
療
の
充
実
と
対
応

を
ど
の
よ
う
に
拡
充
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

町
村
会
と
し
て
は
、
今
後
も

議
長
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
塙
厚
生
病
院
の
医
師
確
保
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　
　

観
光
特
区
の
申
請
を
し

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

複
数
の
地
点
を
登
録
し
、
申

請
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

着
地
型
に
す
る
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

観
光
誘
客
の
際
、
日
帰
り
よ

り
着
地
型
の
ほ
う
が
経
済
効

果
は
見
込
め
ま
す
。
Ｄ
Ｃ
に
限

ら
ず
平
成
23
年
か
ら
観
光
も

担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、
着
地

型
観
光
と
い
う
視
点
で
、
バ
ン

ガ
ロ
ー
の
改
修
等
、
環
境
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

結
果
、
利
用
者
数
も
改
善
し
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、
宿
泊
施
設
を
整
備
し
た
だ

け
で
は
、
着
地
型
観
光
の
基
礎

部
分
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層

促
進
し
て
い
く
た
め
の
魅
力
的

な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
と

い
う
の
が
今
後
の
大
切
な
視
点

に
な
っ
て
く
る
か
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　

観
光
協
会
、
各
種
団
体
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
着
地
型
に
は

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

い
か
が
で
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

ソ
フ
ト
部
分
の
充
実
に
関
し

て
は
、
い
か
に
多
く
の
人
を
巻

き
込
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と

が
、
一
つ
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と

し
て
残
っ
て
お
り
、
周
囲
の
方

の
ご
理
解
も
得
な
が
ら
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

観
光
協
会
の
活
性
化
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長　

　

観
光
を
生
業
と
し
て
い
る

方
々
が
自
ら
行
動
し
て
く
れ
る

の
が
一
番
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　
　

観
光
協
会
の
会
長
は
町
長

で
す
。
一
歩
引
い
た
存
在
で
は

な
く
、
先
頭
に
立
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

　
　

町
長　

　

観
光
協
会
と
し
て
も
精
い
っ

ぱ
い
や
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｄ
Ｃ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
行
事
に
も
、

私
は
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
県
と
歩
調
を
あ
わ
せ
な

が
ら
、
町
の
広
告
宣
伝
も
や
っ

て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　
　

う
わ
さ
が
広
が
っ
て
い
る

状
況
で
す
が
、
情
報
を
公
開

し
、
町
民
に
お
知
ら
せ
す
る
と

い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

昨
年
12
月
に
各
行
政
区
長
さ

ん
に
文
書
で
依
頼
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
施
設
の
規
模
、

耐
震
改
修
の
必
要
性
、
町
の
考

え
等
は
提
示
し
て
あ
り
ま
す
。

他
に
地
元
行
政
区
と
し
て
、
学

校
跡
地
の
活
用
方
法
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
資
料
等
を
お
配
り
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
機
会
を
設

け
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
情

報
を
提
供
し
て
い
け
れ
ば
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

町
の
対
応
は
見
え
ま
し
た

が
、
全
体
の
中
で
ど
う
す
る
か

と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

行
政
だ
け
で
決
め
る
の
は
問
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問 答質
問　

平
成
27
年
度
予
算
と

財
源
に
つ
い
て

菊池淳之議員

福
祉
・
農
業
・

　

教
育
・
一
般
行
政

質
問　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
状

況
に
つ
い
て

質
問　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
に

つ
い
て

答質
問　

矢
祭
中
学
校
の
通
学

路
、
施
設
、
環
境
に
つ
い
て

質
問　

看
護
師
、
介
護
士
雇

用
の
支
援
に
つ
い
て

質
問　

統
合
小
学
校
の
状
況

に
つ
い
て

鈴木一徳議員

教
育
・
一
般
・
農
業
行
政

質
問　

福
祉
充
実
へ
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

郡司浩子議員

産
業
・
一
般
・
教
育
行
政

質
問　

福
島
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

答

質
問　

小
学
校
閉
校
に
よ
る

施
設
・
土
地
の
活
用
に
つ
い
て

答問

問

問

答

問

答 問

答 問答 問

答 問

答

答

答 問

答 問



制
度
が
何
点
か
変
わ
り
ま
し

た
が
、
第
５
期
と
第
６
期
の
違

い
は
試
算
し
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
、
標
準
月
額
が
６
期
で
は
３
，

５
０
０
円
が
、
４
，
３
０
０
円

に
上
が
り
ま
す
。

　
　

統
合
小
学
校
開
校
前
に
児

童
の
融
和
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が

あ
れ
ば
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

教
育
長

　

昨
年
度
か
ら
教
育
課
程
に
お

い
て
交
流
授
業
を
、
ま
た
、
次

年
度
に
お
い
て
は
、
学
習
に
限

ら
ず
運
動
面
で
も
交
流
で
き
る

よ
う
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

20
％
上
乗
せ
の
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
で
商
店
街
の
購
買
力

向
上
に
な
る
の
か
お
聞
き
し
た

い
。

　
　

町
長

　

判
断
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
は
購
買
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　

固
定
資
産
税
の
見
直
し
を

実
現
し
、
減
税
す
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

家
屋
は
毎
年
減
価
償
却
に
よ

る
見
直
し
、
償
却
資
産
税
も
見

直
し
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
土
地
、

宅
地
、
田
畑
、
山
林
も
評
価
の

見
直
し
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

町
職
員
の
残
業
時
間
、
そ

の
後
改
善
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

超
過
勤
務
手
当
の
支
給
対
象

職
員
は
、
今
年
度
60
名
、
４
月

か
ら
12
月
ま
で
の
９
ヶ
月
の
実

績
で
あ
り
ま
す
が
６
，
４
２
２

時
間
、
一
人
当
た
り
１
０
７
時

間
で
あ
り
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同

じ
時
間
数
で
す
。
た
だ
、
今
年

度
は
、
県
知
事
選
挙
、
衆
議
院

議
員
選
挙
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

こ
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
控
除
す
る
と
、
昨
年
度
よ

り
は
超
過
勤
務
時
間
が
減
っ
て

い
る
と
い
う
実
績
で
す
。

　
　

突
出
し
て
時
間
数
の
多
い

職
員
は
何
名
な
の
か
、
伺
い
ま

す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

一
番
多
い
職
員
で
４
７
８
時

間
、
３
０
０
時
間
の
職
員
が
何

名
か
お
り
ま
す
。

　
　

前
回
多
か
っ
た
職
員
と
同

じ
職
員
が
多
い
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

全
て
の
職
員
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
前
回
ご
指
摘
を
い
た

だ
い
た
職
員
が
あ
る
程
度
の
超

過
勤
務
を
し
て
い
る
実
績
で
す
。

　
　

仕
事
が
多
忙
な
の
は
理
解

し
て
い
る
が
、
同
じ
職
員
に
超

過
勤
務
が
偏
る
の
は
い
か
が

か
、
改
善
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

適
材
適
所
で
異
動
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

職
員
に
よ
っ
て
は
、
勤
務

開
始
時
間
間
際
に
出
勤
し
て
い

る
者
も
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

前
回
も
出
勤
時
間
、
服
装
の

指
摘
を
受
け
ま
し
た
が
、
10
分

前
出
勤
、
事
務
に
ふ
さ
わ
し
い

服
装
を
、
課
長
等
会
議
に
お
い

て
通
達
し
、
課
内
会
議
に
お
い

て
各
職
員
に
周
知
し
て
お
り
ま

す
。

　
　

町
内
に
空
き
家
が
何
軒
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

空
き
家
の
正
確
な
数
に
つ
い

て
は
把
握
出
来
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
可

能
な
範
囲
で
調
べ
た
と
こ
ろ
把

握
出
来
た
の
は
、
10
軒
程
度
で

し
た
。

　
　

今
後
、
空
き
家
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

全
国
的
に
空
き
家
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
10
年
、
20
年
後
を
見
据
え

た
対
策
を
、
宿
題
と
し
て
認
識

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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問答

み
な
さ
ん
の

　
　

町
政
で
す
‼

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
公
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
定
例
議
会
は

　
　

６
月
で
す
。

ま
す
。

　
　

わ
な
に
よ
る
狩
猟
の
資
格

は
、
比
較
的
容
易
に
取
れ
る
話

で
す
。
各
地
区
か
ら
希
望
者
を

募
り
、
資
格
取
得
者
に
捕
獲
作

業
を
依
頼
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　
　

事
業
課
長

　

捕
獲
隊
と
も
相
談
し
、
ど
の

よ
う
な
対
策
が
あ
る
か
、
前
向

き
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

狩
猟
の
わ
な
資
格
取
得
の

際
に
補
助
金
交
付
の
考
え
が
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

他
町
村
の
事
例
等
を
研
究

し
、
検
討
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

入
居
希
望
者
か
ら
空
き
住

宅
の
管
理
が
ひ
ど
く
、
廃
墟
同

然
だ
っ
た
と
の
話
し
を
聞
い
た

が
、そ
れ
は
事
実
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

担
当
に
確
認
し
ま
し
た
が
、

具
体
的
な
事
例
は
思
い
浮
か
ば

な
い
と
の
こ
と
で
す
。
入
居
に

合
わ
せ
て
修
繕
を
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
修
繕
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

本
町
に
お
け
る
イ
チ
ゴ
の

作
付
面
積
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　

事
業
課
長

　

作
付
面
積
は
、
４
３
５
ア
ー

ル
と
い
う
統
計
で
す
。こ
れ
は
、

県
南
管
内
の
半
分
以
上
を
占
め

る
数
値
で
、
福
島
県
内
で
は
伊

達
に
次
ぐ
生
産
地
と
い
う
ふ
う

に
認
識
し
て
い
た
だ
い
て
よ
ろ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

県
内
で
も
、
高
齢
化
等
で

作
付
面
積
が
減
少
し
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。
ト
マ
ト
と
い
え
ば

南
郷
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
イ

チ
ゴ
と
言
え
ば
矢
祭
と
い
う
よ

う
な
施
策
を
Ｊ
Ａ
、
農
林
事
務

所
と
考
え
て
頂
き
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

Ｊ
Ａ
や
農
林
事
務
所
も
入
っ

て
い
る
農
業
振
興
会
議
に
お
い

て
、
議
題
と
し
考
え
て
参
り
ま

す
。

　

　
　

定
住
促
進
住
宅
を
、
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
に
６
戸
建
て
る
と

い
う
説
明
で
す
が
、
基
本
的
な

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

町
長
答
弁
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
想
定

の
中
に
は
入
っ
て
お
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
建
築
す
る
こ
と
を
確
約
す

る
意
味
で
の
提
案
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
　

地
方
版
の
総
合
戦
略
策

定
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

27
年
12
月
頃
を
目
途
に
策

定
す
る
よ
う
に
国
か
ら
指
示

が
き
て
い
ま
す
。

　
　

国
の
支
援
策
は
、
情
報
・

財
政
・
人
的
支
援
で
す
が
、
人

的
支
援
の
具
体
的
な
想
定
を
伺

い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

人
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
把

握
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
、
今

後
検
討
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

26
年
度
の
工
事
計
画
等
の

進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

今
年
度
は
20
件
計
画
し
、
14

件
を
発
注
し
ま
し
た
。
内
８
件

は
工
事
が
完
了
し
、
４
件
は
年

度
内
完
成
、
２
件
は
繰
越
の
予

定
で
す
。
６
件
は
27
年
度
に
発

注
し
ま
す
。

　
　

町
道
山
野
井
・
天
神
沢
線

の
改
良
工
事
の
見
通
し
、
町
道

小
田
川
・
手
元
線
の
側
溝
掛
蓋

の
改
善
を
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

町
道
山
野
井
・
天
神
沢
線
は
、

用
地
は
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
電
力
柱
の
地
下
埋
設
工
事

が
済
次
第
着
工
し
ま
す
。
町
道

小
田
川
・
手
元
線
の
側
溝
蓋
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
要
望
も
あ

り
ま
す
が
、
高
低
差
の
あ
る
側

溝
が
多
い
た
め
、
可
能
な
箇
所

の
み
施
行
し
ま
し
た
。

　
　

郡
内
の
除
雪
対
策
等
の
費

用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

棚
倉
町
が
除
雪
費
用
４
２
０

万
円
・
融
雪
剤
18
万
円
、
塙
町

が
除
雪
費
用
８
５
７
万
円
・
融

雪
剤
61
万
円
、
鮫
川
村
が
除
雪

費
用
３
０
０
万
円
・
融
雪
剤

１
３
４
万
円
、
本
町
は
除
雪
費

用
59
万
円
・
融
雪
剤
53
万
円
で

す
。

　
　

日
陰
の
除
雪
対
策
、
把
握

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

担
当
者
が
把
握
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
融
雪
剤
で

出
来
る
限
り
対
応
し
て
い
ま

す
。

　
　

計
画
書
は
で
き
て
い
る
の

か
、
今
回
、
大
き
く
変
わ
っ
た

部
分
は
本
町
は
や
ら
な
い
が
、

保
険
料
を
据
え
置
い
た
場
合
、

町
の
新
た
な
持
ち
出
し
は
生
じ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

事
業
計
画
書
は
介
護
保
険
運

営
協
議
会
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

質
問　

第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
書
に
つ
い
て

質
問　

除
雪
対
策
に
つ
い
て

答

問

答問 問答 問

答

答 問

答
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請願・陳情について

　請願、陳情はその取扱いを議会運営委員
会で協議します。６月定例会に請願、陳情
をされる方は平成 27 年５月 29 日までに
提出願います。

質
問　

町
長
選
挙
の
公
約
に

つ
い
て

鈴木敏男議員

一
般
行
政

問答

質
問　

統
合
小
学
校
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

問答

問答質
問　

町
職
員
、
そ
の
後
の

残
業
時
間
に
つ
い
て

問答

問答問答問答

質
問　

町
職
員
の
教
育
と
改

革
の
考
え
に
つ
い
て

質
問　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問答問答

質
問　

27
年
度
重
点
施
策
に

つ
い
て

廣野吉雄議員

一
般
・
教
育
行
政

質
問　

地
方
版
「
総
合
戦
略

策
定
」
に
つ
い
て

問問

答

問

答

問 答答

問

質
問　

町
営
住
宅
の
状
況
に

つ
い
て

質
問　

柿
及
び
ソ
バ
、
イ
チ

ゴ
に
つ
い
て

質
問　

道
路
等
修
繕
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

問



議会の
動き

★ 

２
月

12
日　

圏
域
市
町
村
行
政
懇
談

　
　
　

会
（
棚
倉
町
）

12
〜
13
日　

随
時
監
査

20
日　

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住

　
　
　

自
立
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
（
栃
木
県
大
田
原
市
）

　
　
　

例
月
出
納
検
査

25
日　

東
白
川
郡
森
林
組
合
第

　
　
　

48
回
通
常
総
会
（
塙
町

　
　
　

公
民
館
）

25
〜
26
日　

福
島
県
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
定
例
総
会
（
福

　
　
　

島
市
杉
妻
会
館
）

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
定
例
会
（
福
島

　
　
　

市
穴
原
温
泉
）

　
　
　

地
域
医
療
の
確
保
に
関

　
　
　

す
る
要
望
活
動
（
Ｊ
Ａ

　
　
　

福
島
厚
生
連
）

27
日　

第
１
回
白
河
広
域
市
町

　
　
　

村
圏
組
合
議
会
定
例
会

　

２
月
27
日
、
棚
倉
町
「
新
富
家
」
に
お
い
て
、
東
白
川
地
方

町
村
議
会
議
員
の
研
修
会
（
東
白
川
地
方
地
域
医
療
に
関
す
る

研
修
会
）
が
東
白
川
地
方
町
村
議
会
議
長
会
、
東
白
川
地
方
町

村
会
、
塙
厚
生
病
院
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
川
恵
一
塙
厚
生
病
院
院
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
新
年
度

か
ら
整
形
外
科
に
常
勤
医
師
が
配
属
さ
れ
る
の
を
受
け
て
今
ま

で
の
医
師
確
保
の
要
望
活
動
等
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
塙
厚
生
病
院
加
藤
洋
志
事
務
長
か
ら
「
県
内
に

お
け
る
地
域
医
療
の
状
況
に
つ
い
て
」、
白
河
厚
生
総
合
病
院

整
形
外
科
副
部
長
茂
呂
貴
知
先
生
か
ら
「
高
齢
者
に
多
い
整
形

外
科
疾
病
に
つ
い
て
」、
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
白
川
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会

26
日　

教
職
員
合
同
離
任
式

　
　
　

交
通
対
策
協
議
会

27
日　

第
２
回
臨
時
会

30
日　

議
会
議
員
の
報
酬
に
関

　
　
　

す
る
特
別
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

第
３
回
臨
時
会

★ 

４
月

１
日　

教
職
員
合
同
着
任
式

４
日　

矢
祭
町
消
防
団
役
員
会

　
　
　
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

６
日　

小
学
校
・
中
学
校
入
学

　
　
　

式

８
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
入

　
　
　

園
式

10
日　

矢
祭
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　

第
49
回
通
常
総
会
（
ユ

　
　
　

ー
パ
ル
矢
祭
）

15
日　

矢
祭
山
公
園
桜
記
念
植

　
　
　

樹
会
（
矢
祭
山
公
園
）

17
日　

矢
祭
山
み
ど
り
の
少
年

　
　
　

団
結
団
式
（
矢
祭
山
公

　
　
　

園
広
場
）

　
　
　

稚
ア
ユ
の
放
流
（
久
慈

　
　
　

川
河
川
敷
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

28
日　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
懇

　
　
　

親
会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

　
　
　
（
白
河
市
・
ク
リ
ー
ン

　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会
（
棚
倉
町

　
　
　
「
新
富
家
」）

★ 

３
月

１
日　

第
六
期
「
矢
祭
子
ど
も

　
　
　

司
書
講
座
」
認
定
式

　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

２
日　

議
会
運
営
委
員
会　
　

　
　
　

全
員
協
議
会

３
日　

若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

　
　
　

ー
ト
事
業
表
彰
式

９
〜
13
日　

第
１
回
定
例
会

９
日　

産
業
常
任
委
員
会

10
日　

全
員
協
議
会

13
日　

矢
祭
中
学
校
卒
業
式

19
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
修

　
　
　

了
証
書
授
与
式

　
　
　

議
会
議
員
の
報
酬
に
関

　
　
　

す
る
特
別
委
員
会　

20
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

矢
祭
町
体
育
協
会
総
会

　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

23
日　

小
学
校
卒
業
式

25
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

１
回
定
例
会
（
塙
町
・

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
会
議
室

25 24

　

２
月
20
日
、
栃
木
県
大
田
原

市
「
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
八
溝
山
周
辺
地
域
定

住
自
立
圏
推
進
協
議
会
の
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
元
岩
手
県

知
事
増
田
寛
也
氏
の
「
人
口
減

少
と
超
高
齢
化
社
会
に
備
え

て
」
と
題
し
た
基
調
講
演
や
増

田
氏
、
津
久
井
大
田
原
市
長
等

を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

八
溝
山
周
辺
地
域　
　
　
　
　

　

定
住
自
立
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◎
監
査
結
果

　

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
各
事

業
は
、
概
ね
良
好
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
。
た
だ
し
、
次
の
点
に
留

意
さ
れ
た
い
。

①　

第
三
・
四
半
期
に
発
注
し
た

工
事
に
進
捗
率
の
低
い
箇
所
が
集

中
し
て
い
る
。
舗
装
工
事
、
法
面

保
護
工
事
等
は
冬
期
間
の
工
事
に

な
る
と
粗
悪
に
な
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
た
め
、
今
後
は
工
事
発

注
時
期
の
検
討
を
願
い
た
い
。

②　

平
成
26
年
度
林
道
大
沢
線
法

面
補
修
工
事
、
平
成
26
年
度
林
道

下
河
原
線
防
塵
舗
装
工
事
、
平
成

26
年
度
黒
助
橋
橋
脚
補
強
工
事
、

平
成
26
年
度
町
道
桃
木
・
柳
下
線

道
路
改
良
工
事
、
平
成
26
年
度
農

用
地
等
災
害
復
旧
事
業
入
宝
坂
１

号
地
区
工
事
、
平
成
26
年
度
町
道

高
萩
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
の
６

つ
の
工
事
は
、
進
捗
率
が
10
％
か

ら
30
％
と
低
く
、
今
後
、
大
幅
に

進
捗
状
況
が
改
善
さ
れ
る
と
は
思

わ
れ
な
い
。
粗
悪
な
工
事
に
な
ら

な
い
よ
う
現
場
監
督
を
行
い
、
工

期
内
完
成
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
。

◎
随
時
監
査
実
施

○平成26年度ユーパル矢祭イベントホー
　ル改修工事
○平成26年度高野谷地地区飲料水供給
施　設改良工事
○平成26年度耐震貯水槽設置工事
○平成26年度ＬＰガス非常用発電機設置
　工事
○平成26年度林道大沢線法面補修工事
○平成26年度林道下河原線防塵舗装工
事
○平成26年度町道真木野･茗荷線道路
舗　装補修工事
○平成26年度黒助橋橋脚補強工事
○平成26年度町道桃木・柳下線道路改
良　工事
○平成26年度農用地等災害復旧事業入
宝　坂１号地区工事
○平成26年度町道高萩線道路災害復旧
工　事
○平成26年度矢祭小学校敷地造成工事
○平成26年度矢祭小学校校舎新築工事
○平成26年度石井小学校屋内運動場屋根
　・外壁塗装改修工事

〈踏査コース〉
　

２
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
、
鈴
木
一
徳

監
査
委
員
は
、
平
成
26
年
度
に
町
が
発
注
し
た
事
業
現
場
を
踏
査
し
工
事

内
容
、
工
事
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。



☆棚倉警察署長の石井署長に振り込め詐欺のお

話を聞きに行ったとき、福島県内の被害金額の

多さを聞いて唖然としました。棚倉警察署で呼

び掛けているカメカメ運動。くだらないような

運動に思えても、それだけ意識してもらえれば

被害の発生防止につながるということでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（龍）

固定資産税▶１期及び全期前納
納期限（口座振替日）▶６月１日（月）

　

平
成
27
年
度
の
自
動
車
税
の

納
期
限
は
６
月
１
日
（
月
）
で

す
。
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

で
き
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
南
地
方
振
興  

　

局
県
税
部
課
税
課
☎
０
２
４

　

８
‐
２
３
‐
１
５
１
９

　
（
社
）
福
島
県
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会
で
は
消
防
法
第
13

条
の
23
に
基
づ
き
危
険
物
取
扱

者
の
保
安
講
習
を
県
か
ら
委
託

を
受
け
行
い
ま
す
。

対
象
者　

①
危
険
物
の
取
扱
作

　

業
に
従
事
し
た
日
か
ら
１
年

　

以
内
の
方
。
②
危
険
物
の
取

　

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方

　

で
、
平
成
24
年
度
以
前
に
免

　

状
の
交
付
を
受
け
て
、
そ
の

　

後
講
習
を
受
け
て
い
な
い

　

方
。
③
危
険
物
の
取
扱
作
業

　

に
従
事
し
て
い
る
方
で
、
平

　

成
24
年
度
以
前
に
保
安
講
習

　

を
受
け
て
、
そ
の
後
講
習
を

　

受
け
て
い
な
い
方
。

受
付
期
間　

▼
前
期
４
月
20
日

　
（
月
）
〜
５
月
15
日
（
金
）

　

▼
後
期
７
月
21
日
（
火
）
〜

　

８
月
７
日
（
金
）　

※
受
講

　

申
請
書
は
各
消
防
本
部
・
消

　

防
分
署
等
に
あ
り
ま
す
の
で

　

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。　

開
催
日　

前
期
▼
６
月
25
日

　
（
水
）▼
後
期
９
月
10
日（
木
）

場
所　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人

　

材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
白
河
市

　

中
田
１
４
０
）

問
い
合
わ
せ　
（
社
）
福
島
県

　

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
☎

　

０
２
４
‐
５
２
２
‐
１
８
４

　

８

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
12
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
（
白
河
市
北
中
川
原
３
１

　

３
）　

問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

６
月
１
日
〜
10
日
は
「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
」
で
す
。
不
法
電
波
は
人

命
に
関
わ
る
重
要
無
線
通
信
を

妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を

脅
か
し
ま
す
。
電
波
の
混
信
・

妨
害
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ　

総
務
省
東
北
総

　

合
通
信
局
☎
０
２
２
‐
２
２

　

１
‐
０
６
４
１

　

町
で
は
、
地
震
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
べ
く
平
成
21
年

１
月
に
「
矢
祭
町
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
次
の
４
条
件
に

適
合
す
る
木
造
住
宅
所
有
者

で
、
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る

方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
①
所

有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
。

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
一
戸
建
て
住
宅
③

在
来
軸
組
工
法
等
に
よ
る
木
造

３
階
建
て
以
下
の
住
宅
。
④
過

去
に
こ
の
補
助
に
よ
る
耐
震
診

断
を
受
け
て
い
な
い
住
宅
。

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
事
業
課

　

事
業
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４

　

５
７
７

　

人
権
擁
護
委
員
法
に
よ
り
毎

年
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
町
で
も
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
普
及
と
、
日
常
生
活

の
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で

き
る
よ
う
特
設
人
権
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
（
月
）
午
前

　

９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
所　

町
中
央
公
民
館

相
談
員　

町
人
権
擁
護
委
員
４

　

名
問
い
合
わ
せ　

町
役
場
町
民
福

　

祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６

　

‐
４
５
７
４

　

障
が
い
者
虐
待
防
止
法
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
あ
ら
ゆ

る
虐
待
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

虐
待
を
発
見
し
た
人
に
は
通
報

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
速
や

か
に
相
談
窓
口
に
相
談
や
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
し
た
方

や
届
け
出
し
た
人
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

虐
待
の
行
為　

▼
身
体
的
虐
待

　
（
殴
る
、
蹴
る
な
ど
）
▼
性

　

的
虐
待
（
性
交
、
性
的
行
為

　

の
強
要
な
ど
）
▼
心
理
的
虐

社会を明るくする運動…考えよう相手のきもち

行事＆お知らせ

情報局情報局

　

待
（
怒
鳴
る
、
無
視
す
る
な

　

ど
）
▼
放
棄
・
放
任
（
入
浴

　

さ
せ
な
い
、
食
事
を
与
え
な

　

い
な
ど
）▼
経
済
的
虐
待（
障

　

が
い
者
の
年
金
等
を
管
理
す

　

る
、
日　

常
生
活
に
必
要
な

　

金
銭
を
障
が
い
者
に
渡
さ
な

　

い
な
ど
）

問
い
合
わ
せ　

東
白
川
障
が
い

　

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
☎
０

　

８
０
‐
８
２
２
２
‐
１
１
２

　

２

　

県
で
は
、
福
島
県
弁
護
士
会

と
連
携
し
弁
護
士
に
よ
る
対
面

の
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
請
求
手
続
き
に
つ

い
て
不
明
な
点
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事

前
予
約
制
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
14
日
（
木
）、
６

　

月
18
日
（
木
）　

※
全
日
午

　

後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
50

　

分
場
所　

白
河
商
工
会
議
所
（
白

　

河
市
道
場
小
路
96
‐
５
）　

予
約
電
話
番
号　

県
庁
原
子
力

　

損
害
対
策
課
☎
０
２
４
‐
５

　

２
３
‐
１
５
０
１
（
平
日
午

　

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分
）

問
い
合
わ
せ　

県
南
地
方
振
興

　

局
☎
０
２
４
８
‐
２
３
‐
１

　

５
２
４　

　

行
政
相
談
員
は
、
普
段
自
宅

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

国
・
県
・
市
町
村
や
そ
の
他
の

特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い

て
処
理
や
説
明
な
ど
に
苦
情
や

意
見
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
21
日
（
木
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

町
中
央
公
民
館

相
談
員　

金
澤
正
樹
さ
ん
（
中

　

石
井
）

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
町
民
福

　

祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６

　

‐
４
５
７
４

人の動き
人　口 ６,１９０人 （－  13）
男 ３,０４７人 （－ ７）
女 ３,１４３人 （－  ６）
世　帯 ２,０８５世帯（＋ ５）

４月１日現在の住民基本台帳より
（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
片野　龍

る き

輝 3/10 利幸 ・ 千紘 宝　坂

菊地　めい 3/23 政樹 ・ 彩香 中石井

戸田　夢
ゆ め な

菜 3/30 智也 ・ 洋美 東　舘

大森咲
さ な こ

菜子 4/4 勇輝 ・ 聖子 東　舘

角田　夢
ゆ め な

奈 4/6 好司 ・ 亜耶 小田川

古張　修
し ゅ う た

大 4/14 貴生 ・ 香織 関　岡

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
渡邉ハルイ 81 武藤　孝 3 / 31 戸　塚
佐川　イネ 89 正和 4 / 3 小田川
藤田　守之 88 孝 4 / 8 東　舘
押田　義雄 92 明男 4 / 13 小田川
古市　スイ 93 久雄 4 / 15 内　川
金澤　　潔 85 武 4 / 20 中石井
髙澤　アサ 85 正義 4 / 24 関　岡
塙　ミツノ 92 宗一 4 / 25下関河内

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成 27 年度全国統一防火標語
「無防備な  心に火災が  かくれんぼ」

　近年、全国的に地域防災に対する意識が高まっていま
す。災害を起こさない、災害にあわないのが一番ですが
、未然に災害を防ぐ、災害の被害を最小限に食い止める
ことが大切です。火の取扱いには十分注意し、焚火やた
ばこのポイ捨ては絶対にやめましょう。
　さらに消火栓や防火水槽の前には車を駐車しない、緊
急車両の通行の際には停車して道を譲る等の消防活動へ
のご協力をよろしくお願いいたします。

●町内火災・救急件数
（平成27年1月1日～4月15日）

火災件数　 0件
救急出動    72 件

消防分署からのお願い

●今月の納税

2627
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の
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早
目
に 案　
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を

開
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す



　お兄ちゃんのことが大好きでいつも湊介くんのマネをしていると
いう晴斗くん。湊介くんもそれに合わせて遊んであげるという仲良
し兄弟です。今は仮面ライダーに興味を持ち、「仮面ライダーごっこ」
をしているそうで、幸子さんと加代子さんが、怪獣役をしてあげて
いつも倒される役をしてあげるそうです。
　幸子さんの子育てのモットーは「子どもと全力で遊ぶこと」。子
どもたちと過ごす家庭の雰囲気は「にぎやかでとても楽しい」と話
します。
　湊介くんは将来、救急車に乗って人を助ける仕事をしたいという
ことで、加代子さんも、「元気にたくましく育ってほしい」と、優
しい視線を孫たちに送ります。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　館山…館山荘　中央…中央公民館5

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　蛭田湊
そうすけ

介くん（４）晴
はると

斗くん（２）　
お母さん　幸子さん　おばあちゃん　金澤加代子さん

【内川在住】
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で
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せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２7年 6月３0日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２7年 6月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２7年 6月３0日まで

平
成
27年

5月
1日
発
行

（
毎
月
第
1
金
曜
日
発
行
）

N
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日 月 火 水 木 金 土
5/3憲法記念日 ４みどりの日 ５こどもの日 ６振替休日、立夏 ７ ８世界赤十字デー ９

●母親教室
　 塙（13：30～ 15：30）
●歯科クリニック
　山開（13：00 ～）

●家族の相談会
　山開（13：00～ 16：00）

●生涯学習合同開級式
　中央（9：00～）

○和田医院☎33-2012 ○東舘診療所☎46-3165 ○大木医院☎33-2424 ○東白川中央病院☎33-3263 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

10母の日、愛鳥週間（～16日） 11 12看護の日 13 14 15 16
●春の全国交通安全運
　  動 ( ～ 20 日）
● 3か月児健康診査
　塙（受付13：30～13：40）

●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）

●母親教室
　 塙（13：30～ 15：30）

○車田医院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

17 18 19 20 21小満 22 23
●読書の日
　（９：00～12：00）

●親子ビクス
　山開（10：30~１1：30）
●心の健康相談会
　山開（10：00～ 16：00）

●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）
●元気づくり教室
　館山（14：00～ 15：00）

● 6か月児・11か月児
　        健康相談
             　 山開（受付9：30～9：45）
●リトミック
　山開（10：30～11：00）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

24 25 26 27 28 29 30
●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）

●２歳児歯科検診
　山開（受付13：00～13：15）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

31世界禁煙デー 6/1電波の日、気象記念日２ ３ ４歯と口の健康週間（～10日）５世界環境デー ６芒種
●シートベルト着用強化月間
　（～３０日）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


